
●
根
雨
小
学
校
の

新
い
ち
ね
ん
せ
い

　

人
で
す
。

１７

（
順
不
同
）

●
黒
坂
小
学
校
の

新
い
ち
ね
ん
せ
い

４
人
で
す
。

（
順
不
同
）
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一
昨
年
か
ら
単
独
自
立
の
道
を
歩
み
、

様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
日
野
町
。

し
か
し
、
過
疎
・
高
齢
化
や
国
の
三
位
一
体
改

革
な
ど
、
ま
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
住
民
説
明
会
や
広
報
ひ
の
で
も
お

示
し
し
た
と
お
り
、
今
後
の
財
政
推
計
は
、
平

成　

年
度
か
ら
歳
出
が
歳
入
を
上
回
り
、
歳

１８
出
の
削
減
を
図
っ
て
も
、
今
後
し
ば
ら
く
は

赤
字
が
続
く
見
通
し
で
す
。　

年
度
で
は
、

１８

２
億
５
１
９
９
万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成　

年
度
の

１８

当
初
予
算
は
、
人
件
費
な
ど
を
さ
ら
に
削
減

し
、
住
民
負
担
も
お
願
い
し
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う

努
力
し
、
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は　

億
５

３０

０
４
６
万
２
千
円
で
、
前
年
度
実
績
見
込
と

比
べ
て
２
億
５
５
４
万
１
千
円
の
減
額
（
６
・

３
㌫
の
減
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
引
き
続
き
普

通
交
付
税
な
ど
の
削
減
が
見
込
ま
れ
、
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
限
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

経
費
削
減
が
で
き
る
部
分
は
極
限
ま
で
切
り

込
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
創
意
工
夫
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
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歳 入
　

３０億５,０４６万２千円
　

一般会計

町税
３億４,８８５万９千円

諸収入 １億４５１万８千円

その他（※１）７,４９５万円

繰入金
７６６万５千円

地方交付税　１５億９,０００万円

町債
２億４,６７０万円

県支出金
１億８,３１９万８千円

その他（※２）
１億４,２７２万円

国庫支出金
９,９８６万２千円

●その他（※１）

　分担金及び負担金

　使用料及び手数料

　財産収入・寄付金

　繰越金

●その他（※２）

　地方譲与税

　利子割交付金

　配当割交付金

　株式等譲渡所得割交付金

　地方消費税交付金

　自動車取得税交付金

　地方特例交付金

　交通安全対策特別交付金

一般会計歳入

平成１８年度一般会計歳入予算集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比

（㌫）
比較増減

前年度実績

見込
本年度科目

１０１.６７５,７１７３４３,１４２３４８,８５９町税

ー２５１,９９００２５１,９９０財源不足額

８０.４５△２５,３９４１２９,９１２１０４,５１８諸収入

２.９６△２５１,５９６２５９,２６１７,６６５繰入金

９３.７２△１０６,５０６１,６９６,５０６１,５９０,０００地方交付税

８５.４５△４２,０００２８８,７００２４６,７００町債

８８.２３△２４,４４５２０７,６４３１８３,１９８県支出金

９０.２８△１０,７５７１１０,６１９９９,８６２国庫支出金

８０.７６△１７,８５６９２,８０６７４,９５０その他（※１）

１１２.０１１５,３０６１２７,４１４１４２,７２０その他（※２）

９３.６９△２０５,５４１３,２５６,００３３,０５０,４６２計

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
ま
ち
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
自
主
財

源
（
町
税
、
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
）
と
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
（
地
方
交

付
税
、
町
債
、
国
や
県
の
支
出
金

な
ど
）
の
依
存
財
源
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
主
財
源
は
、
町
税

（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
）

の
３
億
４
８
８
５
万
９
千
円
な

ど
、
総
額
７
億
８
７
９
８
万
２
千

円
（
一
般
会
計
全
体
の　

・
８
３

２５

㌫
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方

交
付
税
の　

億
９
０
０
０
万
円

１５

（
昨
年
度
実
績
見
込
よ
り
１
億

６
５
０
万
６
千
円
の
減
）、
県
支

出
金
１
億
８
３
１
９
万
８
千
円

（
昨
年
度
実
績
見
込
よ
り
２
４

４
４
万
５
千
円
の
減
）
や
、
事
業

を
行
う
た
め
に
ま
ち
が
計
画
的

に
資
金
を
借
り
入
れ
る
町
債
の

２
億
４
６
７
０
万
円
な
ど
、
総
額

　

億
６
２
４
８
万
円
（
一
般
会
計

２２全
体
の　

・
１
７
㌫
）
を
見
込
ん

７４

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
不
足
と
な
っ
た
２

億
５
１
９
９
万
円
に
つ
い
て
も

雑
入
と
し
て
計
上
し
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

財源不足額
２億５,１９９万円



4広報ひの

　

今
年
度
の
歳
出
の
内
訳
は
、
町

債
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
が
７

億
６
２
０
０
万
３
千
円
（
一
般
会

計
全
体
の　

・
９
８
㌫
）
と
、
最

２４

も
割
合
が
大
き
く
、
町
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
下
、
各
事
業
に
使

わ
れ
る
お
金
と
し
て
は
、
防
災
行

政
無
線
整
備
や
全
般
的
な
管
理
事

務
経
費
な
ど
の
総
務
費
が
５
億
９

５
２
０
万
５
千
円
、
福
祉
や
健
康

づ
く
り
な
ど
の
民
生
費
が
５
億
２

１
８
万
円
、
予
防
接
種
や
環
境
衛

生
関
係
に
使
う
衛
生
費
が
３
億
８

６
６
０
万
４
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
保
全
、
森
林
整
備
な
ど
に

使
う
農
林
水
産
業
費
は
２
億
５
２

９
１
万
４
千
円
、
町
道
の
改
良
・

整
備
、
除
雪
な
ど
の
土
木
費
が
２

億
３
９
９
６
万
４
千
円
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
な
ど
に
使
う
教
育

費
が
１
億
８
１
５
６
万
３
千
円
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
な

ど
の
商
工
費
が
５
７
３
４
万
７
千

円
、
議
会
運
営
な
ど
の
議
会
費
が

５
５
２
８
万
７
千
円
、
消
防
団
、

防
災
セ
ン
タ
ー
管
理
な
ど
に
使
う

消
防
費
に
１
２
３
９
万
５
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳出
（カッコ内は前年度実績見込との比較）

歳 出
　

３０億５,０４６万２千円
　

一般会計

公債費
７億６,２００万３千円
（＋５.７９㌫）

総務費
５億９,５２０万５千円
（△６.４９㌫)

民生費
５億２１８万円
（△９.３４㌫）

衛生費
３億８,６６０万４千円
（△６.８８㌫）

農林水産業費
２億５,２９１万４千円
（△１.４７㌫）

土木費
２億３,９９６万４千円　
　　　（△２４.４８㌫）

教育費
１億８,１５６万３千円
（△２０.６５㌫）

商工費
５,７３４万７千円
（＋２６.８７㌫）

議会費
５,５２８万７千円
（△７.３７㌫）

予備費 ５００万円
（＋５９.４４㌫）

消防費
１,２３９万５千円 
（△２３.２２㌫）
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赤
字
相
当
分
を
諸
収
入
に
計
上
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　

今
年
度
か
ら
歳
出
額
が
歳
入
額

を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ち
の
一
般
会
計
は
赤
字
と
な
り
、

こ
の
状
況
は
当
面
続
く
見
通
し
で

す
。

　

こ
の
原
因
の
大
き
な
も
の
と
し

て
は
、
ま
ち
の
収
入
の
大
部
分
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
毎
年
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
年
度
も
、
昨
年
度
実
績
に

比
べ
て
６

㌫

程
度
の
減
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
事
業
を
実
施
し
た

借
金
の
返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
ま
で
は
ま
ち

の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
基
金
残
高

は
少
な
く
、（
平
成　

年
度
末
で

１７

約
１
億
５
千
万
円
）、
そ
れ
も
で

き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き

な
い
代
わ
り
に
、
今
年
度
の
一
般

会
計
予
算
で
は
、
歳
入
が
歳
出
に

不
足
す
る
額
（
赤
字
額
）
の
２
億

５
１
９
９
万
円
を
諸
収
入
の
う
ち

の
雑
入
に
計
上
す
る
こ
と
で
歳
入

と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
少
し
で

も
早
く
赤
字
が
解
消
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

赤
字
解
消
へ
向
け
て
、

様
々
な
面
で
歳
出
を
削
減

　　

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、
今
年

度
予
算
で
は
、
今
ま
で
よ
り
も
さ

ら
に
歳
出
の
減
額
を
図
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
は

平
均　

㌫
、
町
長
は
約　

㌫
の
減

１０

３０

額
、
助
役
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

総
額
で
約　

㌫
の
削
減
、
教
育
長

１２

も
同
様
に
９
・
７
㌫
の
削
減
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
７
㌫
、
農
業
委
員

と
教
育
委
員　

㌫

の
減
額
を
す

１０

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
通
勤
手
当

の
見
直
し
な
ど
も
含
め
、
昨
年
度

と
比
べ
て
７
３
３
１
万
９
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
を
見
直
し

て
５
９
５
万
円
を
減
額
、
庁
舎
清

掃
や
文
書
配
布
を
職
員
が
行
う
こ

と
に
し
て
合
計
１
４
４
万
円
を
減

額
し
ま
し
た

　

さ
ら
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金
２
９
８
万
円
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
額
の
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
の
管
理
委
託

料
５
６
０
万
円
、
納
税
組
合
へ
の

報
奨
金
９
９
万
円
な
ど
の
削
減
な

ど
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
お
い

て
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
を
行
い

ま
し
た
。

　

平成１８年度一般会計歳出予算性質別集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比

（㌫）
比較増減

前年度実績

見込
本年度科目

８９.５９△７３,３１９７０４,０１３６３０,６９４人件費

８２.０９△５３,１１４２９６,６１１２４３,４９７物件費

４７.８６△１７,６５５３３,８６４１６,２０９維持補修費

１０５.２８７,４１１１４０,２８１１４７,６９２扶助費

８７.６０△８２,０２３６６１,４８５５７９,４６２補助費

９１.２３△２１,２４７２４２,２８４２２１,０３７普通建設事業費

０△２,６８５２,６８５０災害復旧事業費

１０５.１３３７,６１３７３２,７２０７７０,３３３公債費

９０.９８△５８６４３５８５積立金

１２６.８６１１,６０７４３,２１８５４,８２５貸付金

９６.４７△１３,９３５３９５,０６３３８１,１２８繰出金

１５９.４４１,８６４３,１３６５,０００予備費

９３.６９△２０５,５４１３,２５６,００３３,０５０,４６２計
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平成１８年度予算で見直し・削減を図った主なもの

削減額（千円）内　容項　目

７３,３１９

職員・特別職・嘱託員等の給与・報酬等の減額。職員につい

ては平均１０㌫、町長は約３０㌫ の減。助役・教育長は引き続

き１２㌫ 及び９.７㌫ の減 ｡議員は７㌫ 減。農業委員・教育委

員は１０㌫の減を継続。通勤手当の見直しなどによる減額

職員・特別職等人件費

５,９５０庁舎等公共施設の維持管理費を精査して減額公共施設維持管理経費

４３０検診内容等を変更（簡素化）し経費を減額職員福利厚生

３２０メール便の活用、職員が配布するなどして郵券代を節約文書発送

１,１２０職員で日常の庁舎清掃をするため、その分経費を減額清掃委託

４,１００指定管理者制度を導入し、管理委託料を減額リバーサイドひの運営委託

２,９８０補助金の減額社会福祉協議会補助

７２０補助金の減額シルバー人材センター補助

１６０対象年齢を特定年齢として減額（１７年度から実施）敬老事業

６００乗車券の委託販売廃止による委託料の減額黒坂駅管理委託の廃止

９９０納税組合に対する年度内給付分減額納税報奨金

８０助成制度の見直し（２分の１から３分の１）による減額町医療費助成

平成１８年度予算で増収を図った主なもの

増収額（千円）内　容項　目

３,６４０
税率を１.５㌫から１.６㌫に引き上げる（増収額は、平成１８年

度評価替等による減税額分差引後の見込額）
固定資産税率の引き上げ

１１,０００
６月請求分から公共下水道・農業集落排水の使用料金を平均

３２㌫引き上げる
下水道使用料金の見直し

４００課税世帯の本人負担金を１０㌫から２０㌫に引き上げるがん検診負担金

財
源
確
保
の
た
め
、

皆
さ
ん
に
負
担
を
お
願
い

　　

歳
出
の
見
直
し
と
併
せ
て
、
今

年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
は
、
歳

入
の
増
収
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
固
定
資
産
税
率
を
従
来

の
１
・
５
㌫
か
ら
１
・
６
㌫
へ

引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下

水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
の
使
用

料
金
を
６
月
請
求
分
か
ら
平
均　
３２

㌫
引
き
上
げ
、
併
せ
て
加
入
促
進

も
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
町
施
設
の
使
用
料
の
減
免

基
準
の
改
定
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
る
町
営
駐
車
場
の
有

料
化
な
ど
、
様
々
な
面
で
財
源
確

保
の
た
め
に
歳
入
予
算
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
赤
字
を

解
消
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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目
的
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
運
営

６
つ
の
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
で
運
営
す
る
６
つ
の
特

別
会
計
予
算
の
内
訳
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
４
億
１
６
３

１
万
６
千
円
、
老
人
保
健
特
別
会

計
が
８
億
４
９
９
８
万
７
千
円
、

介
護
保
険
特
別
会
計
が
５
億
１
６

５
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
は

１
億
４
０
６
４
万
５
千
円
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
１
億
３

６
６
９
万
２
千
円
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
は
、
６
１
２
４

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

特別会計の予算額比較表
（単位：千円、△減額）

対前年度比

（㌫）
比較

平成１７年度

実績見込

平成１８年度

当初予算
会計名

９６.６１△１４,６０６４３０,９２２４１６,３１６国民健康保険

１０２.７９２３,０７５８２６,９１２８４９,９８７老人保健

９９.８０△１,００４５１７,５４５５１６,５４１介護保険

６７.３２△６８,２８３２０８,９２８１４０,６４５簡易水道

６１.０５△８７,２２１２２３,９１３１３６,６９２公共下水道事業

９６.０９△２,４９４６３,７４３６１,２４９農業集落排水事業

９３.３７△１５０,５３３２,２７１,９６３２,１２１,４３０合計

●防災行政無線施設整備事業

　７,６３０万８千円

　個別受信機の更新。

●過疎バス対策事業

　２,０１１万８千円

　町営バス管理など。

●保育所運営

　１億１,５４１万８千円

●老人保健事業　１,１９６万円

　健康手帳の交付、健康相談など。

●母子保健事業　１６６万８千円

　妊産婦、乳幼児の健康維持・増進

●予防接種　５５５万１千円

●障害者福祉対策事業

　７,９１９万８千円

　障害者福祉施設入・通所支援など。

●森林整備地域活動支援事業

　２,５５６万３千円

　適正な森林施業が行われるよう

支援

●森林づくり交付金事業

　５００万２千円

　間伐等の森林整備を促進するた

め作業道を開設。

●広域基幹林道宝仏山線　

　　　　　　　　　　　３５０万円

●中小企業小口融資事業

　５,３１７万５千円

　中小企業への資金を貸付け。

●オシドリ観察事業　３０万３千円

　オシドリグループへの支援など。

●畜産振興　１５７万１千円

　家畜導入奨励・予防接種など。

●県営奥日野広域農道整備

　１,８４６万９千円

●除雪事業　１,３６６万８千円

　町道、生活道の除雪。

●町道渡線緊急地方道路整備事業

　８,００１万円

●合併処理浄化槽設置事業

　１,１１４万円

　合併処理浄化槽設置を支援。

●中山間地域総合整備事業

　９８７万３千円

　日野川左岸の農業生産基盤整備

●地域交流促進　４０万６千円

　隣保館学習講座の開催。

●特色ある学校づくり交付金

　１５０万円

●地域指導主事設置　１００万円

　特色ある地域教育の確立。

●高齢者教育　１６万５千円

　おしどり学園の開催。

●図書購入　３３０万円

●学校給食　１,３８３万６千円

　地元産米使用の米飯給食を推進。

●スポーツ団体育成等

　　　　　　　　　２２９万６千円

　各種スポーツ団体の育成等。

●スポーツ教室開催　１０万４千円

　住民に様々な体験の場を提供。

●人権同和教育推進　

１３７万８千円

　人権・同和教育の啓発。　

平成１８年度　主な事業
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高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
改
正

　

介
護
保
険
制
度
は
、　

世
紀
の
高

２１

齢
化
社
会
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
に
す
る
た
め
、
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
平
成　

年
１２

度
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
浸

透
、
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
軽
度

の
要
介
護
認
定
者
数
や
施
設
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
偏
り
な
ど
に
よ
っ

て
介
護
給
付
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
さ
ら
に
今
後
認
知
症
の
高
齢

者
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
。

こ
れ
か
ら
も
制
度
を
持
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
元
気
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
３
年
に
１
度

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
介

護
予
防
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

や
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け

る
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
、
制
度
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
改
正
さ
れ
た
主
な

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介護を必要とする人

（要介護１～５）

▼

　　　　　が受けられます。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

支援を必要とする人

（要支援１、２）

▼

　　　　　が受けられます。

要支援２要介護１

要支援１

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

非該当の人は必要と認められ

れば、介護予防サービスが利

用できます。

（地域支援事業）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

非該当

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

主
な
改
正
内
容

　

●
介
護
の
予
防
重
視
へ

　

要
支
援
、
軽
度
の
要
介
護
の
人
が
大
幅
に
増
加
し
た
り
、

　

サ
ー
ビ
ス
が
介
護
状
態
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と

　

か
ら
、
介
護
予
防
（
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
目
標
と
し
た
）　

　

す
る
こ
と
を
重
視
し
た
仕
組
み
へ
と
転
換
し
ま
し
た
。

 

●
要
介
護
区
分
の
変
更

　

従
来
の
「
要
支
援
」
と
「
要
介
護
１
」
の
一
部
を
「
要
支
援

　

１
」「
要
支
援
２
」
に
区
分
し
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

　

基
づ
い
て
、
生
活
機
能
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
の
介
護
予
防

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

 

●
新
予
防
給
付
の
創
設

　

要
支
援
の
人
が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
介
護
状

　

態
の
改
善
・
重
症
化
防
止
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

●
地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な

　

ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

●
施
設
給
付
の
見
直
し
（
平
成　

年　

月
か
ら
実
施
）

１７

１０

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

　

医
療
施
設
と
短
期
入
所
利
用
者
の
居
住
費
・
食
費
が
自
己
負

　

担
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
以
下
の
人
に
つ

　

い
て
は
、
新
た
に
負
担
減
額
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

 

●
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
続
け

　

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
ま
し
た
。　

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）

■新しい要介護区分（表１）

介護給付

予防給付

４月１日から
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歳
以
上
の
人
の

６５保
険
料
段
階
を
見
直
し

　　
　

歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、

６５
市
区
町
村
ご
と
に
所
得
に
応
じ

て
基
準
額
が
決
め
ら
れ
、
そ
れ
を

も
と
に
月
額
保
険
料
が
決
め
ら

れ
ま
す
。
平
成　

年
４
月
か
ら

１８

の
保
険
料
は
、
所
得
が
低
い
人
へ

の
負
担
を
配
慮
し
た
保
険
料
設

定
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
第

２
段
階
を
細
分
化
し
、
日
野
町
で

は
６
段
階
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

月
額
基
準
額
は
４
５
０
０
円

で
、
第
２
期
（
平
成　

～　

年
度
）

１５

１７

と
同
額
で
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
、　

年
に
つ

１８

１９

い
て
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
課

税
に
な
る
人
が
増
え
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
第
４
・
第
５
段
階

に
該
当
す
る
人
に
は
、
急
激
に
保

険
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
緩
和
措
置
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

　

歳
以
上
の
人
（
納
め
方
は
年
金

６５額
に
よ
っ
て
２
種
類
あ
り
ま
す
） 

●
年
金
が
年
額　

万
円
以
上
の
人

１８

特
別
徴
収
＝
年
６
回
の
年
金
の

定
期
払
い
の
際
に
、
介
護
保
険
料

が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。

●
年
金
が
年
額　

万
円
未
満
の
人

１８

普
通
徴
収
＝
送
付
さ
れ
る
納
付

書
類
に
も
と
づ
き
、
介
護
保
険
料

を
個
別
に
納
め
ま
す
。

 
こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

新
た
に
遺
族
年
金
と
障
害
年
金

が
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

　　

歳
か
ら　

歳
の
人

４０

６４

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
保
険
料
額
が
決
め
ら
れ
、

医
療
保
険
料
と
併
せ
て
納
め
ま
す
。

■６５歳以上の人の保険料（Ｈ１８.４.１～Ｈ２１.３.３１）

介護保険・権利擁護など、

詳しくはおたずねください。
 

■地域包括支援センター
　　　　　　　（電話７２‐１８５２）
■役場健康福祉課
　　　　　　　（電話７２‐０３３４）

月額保険料保険料率対象者所得段階

２,３００円４,５００円×０.５
生活保護を受給している人、住民税非
課税世帯で、老齢福祉年金受給者

第１段階

※２,３００円４,５００円×０.５
住民税非課税世帯で、合計所得金額＋
課税年金収入額が８０万円以下の人

第２段階

※３,４００円４,５００円×０.７５
住民税非課税世帯であって、利用者負
担第２段階以外の人

第３段階

４,５００円４,５００円×１.０
住民税課税世帯で、本人が住民税非課
税の人

第４段階

５,６００円４,５００円×１.２５
本人が住民税課税で、合計所得金額が
２００万円未満の人

第５段階

６,８００円４,５００円×１.５
本人が住民税課税で、合計所得金額が
２００万円以上の人

第６段階

　※これまでの第２段階を細分化

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

名
称
変
更

　

地
域
の
介
護
の
総
合
相
談
・
支

援
や
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
行

う
機
関
と
し
て
、
役
場
健
康
福
祉

課
内
に
、
既
存
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
た

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
等
を
配
置
。

介
護
予
防
、
高
齢
者
や
家
族
に
対

す
る
相
談
や
支
援
、
高
齢
者
の
権

利
擁
護
、
地
域
の
介
護
支
援
専
門

員
へ
の
支
援
・
助
言
、
予
防
給
付

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
　
 

高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

～保険料支払いは便利な口座振替で～
　
　決められた日に保険料が自動
的に引き落とされる口座振替。
納めに行く手間が省け、納め忘れ
の心配もありません。
　手続きは町内の各金融機関か、
役場住民課でできます。

 

保険料を納めていないと…
　
　特別な理由もないのに保
険料を納めないでいると、
滞納期間に応じて保険給付
が制限される場合がありま
す。介護が必要となった時
のためにも、保険料はきち
んと納めましょう。
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　県補助金交付要項の改正により ､ 平成１８年度から補助金額が次のと

おり変わります。

改正後
限度額人槽区分

６５８,０００円

７８５,０００円

１,０５２,０００円

５人槽

６～７人槽

８～５０人槽

■問合せ　役場産業振興課　生活環境係（電話７２－２１０１）

　新年度からの条例や制度の改正などにより ､ 公共料金や各種制度の一部が変わります。

　まちの皆さんの負担になることもありますが ､ ご理解いただきますようお願いいたします。

　

　日野町医療費助成条例の一部改正により、医療費助成額を、医

療費支払額の２分の１から、医療費支払額の３分の１の額を助成

することになりました。

　助成対象者は、ひとり親家庭の方（所得制限があります）、身体

障害者手帳３、４級をお持ちの方、療育手帳Ｂをお持ちの方です。

老人保健、特別医療の該当者、高齢受給者証の交付を受けている

方は助成の対象にはなりません。
 

■問合せ　役場健康福祉課　医療係（電話７２－０３３４）

　

　日野町税条例の一部改正により、固定資産税率が１.５㌫ から、

１.６㌫ に引き上げられました。ただし、国民健康保険税に係るも

のは据え置きとします。
　

■問合せ　役場住民課　評価係（電話７２－０３３３）

　　

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
事
業
・
制
度
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

●
黒
坂
駅
で
の
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
の
販
売
（
総
務
企
画
課
）

　

●
集
落
集
会
所
等
設
置
事
業
費
補
助
金
（
総
務
企
画
課
）

　

●
出
生
祝
い
金
（
健
康
福
祉
課
）



　

　　日野町下水道条例の一部改正により、６月請求分から、公共下水道と農業集落排水使

　　用料が次のとおり改定になりました。

　　※事業所分については、５月の水道使用量が６月分請求になります。

改正後

備考：世帯の人数につ

いては、前月末現在

一般家庭の使用料の額

１か月につき（消費税込み）

２,７００円世帯割

１人につき４５０円世帯員割

一般家庭以外の使用料の額

１か月につき（消費税込み）

●基本料金＝１０立方㍍まで３,１５０円

●超過料金＝基本使用水量の１０立方 ㍍

を超える水量が１立方㍍ ～３０立方㍍ の

場合は１立方㍍あたり１１０円、３１立方㍍

以上の場合は１立方㍍ あたり１３０円

水道水の

使用水量

■問合せ　役場産業振興課　上下水道係（電話７２－２１０１）
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①基本健康診査、胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がんの各検診は、

日野病院、集団検診のどちらでも受けることができます。
 

②町公民館と開発センターで行う集団検診は、胃がん・大腸がん・肺がん・

基本健診を同時に受けることができます。乳がんマンモグラフィー検診と子

宮がん検診も同時に実施します。
 

③高血圧、心臓病、高脂血症などで定期的に検査を受けている人や、胃かいよ

うで治療中の人は、検診を重ねて受ける必要はありません。

④検診の自己負担金額は、市町村民税非課税世帯と、市町村民税課税世帯の

２段階に分けられます。
 

●検診受診票を対象者全員に送付します。日野病院、集団検診のどちらにも

使います。

●各検診の申込み方法や日程などの詳細は、後日一覧表を配布します。
 

■問合せ　役場健康福祉課　健康づくり係（電話７２－０３３４）
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【
受
信
機
の
取
替
え
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ
． 

受
信
機
の
取
替
え
は
い
つ

で
す
か
?

Ａ
．
４
月
中
ご
ろ
か
ら
６
月
に

か
け
て
業
者
が
世
帯
や
公
共
施

設
、
事
業
所
に
取
替
え
に
う
か
が

い
ま
す
。

Ｑ
． 

誰
が
取
替
え
に
来
ま
す
か
?

Ａ
． 

請
負
業
者
の
中
電
工
が
訪

問
し
ま
す
。
訪
問
の
際
に
は
、
必

ず
作
業
員
証
を
携
行
し
ま
す
。

Ｑ
． 

留
守
の
場
合
は
、
ど
う
な

り
ま
す
か
?

Ａ
． 

業
者
が
訪
問
し
て
留
守
の

場
合
は
、
連
絡
表
を
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
お
き
ま
す
。
ご
都
合
の
よ

い
日
時
を
中
電
工
根
雨
営
業
所

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
電
話

　

‐
０
３
６
８
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

７２
　

‐
０
６
７
１
）。

７２
　

し
ば
ら
く
し
て
も
連
絡
が
な

い
場
合
は
、
申
込
書
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
連
絡
先
へ
業
者
や

役
場
担
当
者
か
ら
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
定
時

放
送
の
中
で
、
次
週
の
取
替
え
予

定
地
区
に
つ
い
て
放
送
し
ま
す
。

Ｑ
． 

受
信
機
の
設
置
場
所
を
変

え
て
も
い
い
で
す
か
?

Ａ
．
原
則
と
し
て
現
在
の
設
置

場
所
で
取
り
替
え
ま
す
。
変
更

す
る
場
合
は
、
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
． 

古
い
受
信
機
は
ど
う
な
り

ま
す
か
?

Ａ
．
現
在
お
使
い
の
受
信
機
は
、

７
月
以
降
は
使
用
す
る
電
波
が

変
わ
る
た
め
放
送
を
受
信
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
古
い
受
信
機

は
回
収
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

役
場
総
務
企
画
課

担
当　

伊
田　
（
電
話　

‐
０
３

７２

３
１
）

　

ま
ち
で
は
、
防
災
無
線
の
設

備
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
設
備

の
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
は
、
親
局
、
中
継
局
、

屋
外
拡
声
子
局
な
ど
の
設
備
を

新
し
く
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

６
月
ま
で
に
受
信
機
の
取
替
え
、

集
会
所
へ
の
ア
ン
テ
ナ
設
置（
電

波
の
弱
い
地
区
の
み
）な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

事
業
費
は
、
お
よ
そ
１
億
２

千
万
円
で
、
過
疎
対
策
事
業
債

を
活
用
し
ま
す
。（
事
業
費
の
お

よ
そ
7
割
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。）
工
事
は
、
町
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
、
受
信

機
の
屋
外
ア
ン
テ
ナ
、
中
継
局

局
舎
な
ど
は
既
存
の
も
の
を
活

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

６
月
ま
で
に
す
べ
て
の
受
信
機
を
取
替
え

役場内の親局などの設備を更新、放送作業もスムーズに

ひと回り小さくなった新しい受信機

取替え作業員はこの作業員証を身につけています
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『 
隣
保
館 
』
て
、

り
ん
ぽ
か
ん

　
　
　
　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
 
暗 
く
、 
重
苦 
し
い
イ
メ
ー
ジ

く
ら 

お
も
く
る

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

 
誰 
で
も 
気
軽 
に 
集 
ま
れ
る
と
こ

だ
れ 

き

が

る
 

あ
つ

ろ
で
も
あ
り
、
い
つ
も 
子 
ど
も

こ

た
ち
の 
元
気 
な 
声 
が 
聞 
こ
え
る
、

げ

ん

き
 

こ
え 

き

 
明 
る
い
と
こ
ろ
で
す
。

あ
か

【 
主 
な 
活
動
内
容 
】

お
も 

か
つ
ど
う
な
い
よ
う

① 
総
合
的
相
談
活
動 

そ
う
ご
う
て
き
そ
う
だ
ん
か
つ
ど
う

● 
主 
に 
生
活
相
談
員 
が 
関
係  
機 

お
も 

せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん
い
ん 

か
ん
け
い 

き

 
関 
と 
連
絡 
を 
取 
り 
合 
い
、 
相
談 

か
ん 

れ
ん
ら
く 

と 

あ 

そ
う
だ
ん

に 
応 
じ
ま
す
。

お
う

② 
人
権 
・ 
同
和  
問
題 
の

じ
ん
け
ん 

ど

う

わ
 も
ん
だ
い

　
　
　
 
解
決 
に 
関 
わ
る 
活
動 

か
い
け
つ 

か
か 

か
つ
ど
う

● 
啓
発
活
動 

け
い
は
つ
か
つ
ど
う

● 
学
習
会 
や 
研
修
会 
の 
開
催  
及 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

け
ん
し
ゅ
う
か
い 

か
い
さ
い 
お
よ

び 
参
加 

さ

ん

か

③ 
地
域
交
流 

ち
い
き
こ
う
り
ゅ
う

● 
人 
と 
人 
と
の
つ
な
が
り
を 
大 

ひ
と 

ひ
と 

た
い

 
切 
に
す
る
た
め
に
、 
学
習
講
座 

せ
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ

な
ど
の 
交
流
事
業 
も 
行 
な
っ
て

こ
う
り
ゅ
う
じ
ぎ
ょ
う 

お
こ

い
ま
す
。

　
 
随
時 
、 
隣
保
館 
だ
よ
り
で
お

ず

い

じ
 

り
ん
ぽ
か
ん

 
知 
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

しお 
気
軽 
に
ご 
参
加 
く
だ
さ
い
。

き

が

る
 

さ

ん

か

　
 

今
月  
号 
か
ら

こ
ん
げ
つ 
ご
う

 
広
報 
ひ
の
に

こ
う
ほ
う

 
掲
載 
す
る
こ
と
に
な

け
い
さ
い

り
ま
し
た
。

　
 

隣
保
館 
の

り
ん
ぽ
か
ん

 
活
動 
の

か
つ
ど
う

 
様
子 
や
、

よ

う

す

 
人
権 
に
つ
い
て
お

じ
ん
け
ん

 
知 
ら
せ
し
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
ご

し

 
意
見 
や

い

け

ん

 
疑
問 
に

ぎ

も

ん

 
思 お

も

っ
た
こ
と
な
ど
お 
寄 
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ

よ

に
つ
い
て
お 
答 
え
し
て
い
き
た
い
と 
思 
い
ま
す
の

こ
た 

お
も

で
、
よ
ろ
し
く
お 
願 
い
し
ま
す
。

ね
が

●これからの 学習講座  予定 
がくしゅうこうざ よてい

　　　　　　　　　　お 気軽 
き が る

にお 越 しください！
こ

 

４ 月 ２２
がつ

 日 
にち

（ 土 ）　
ど

 生活 の
せいかつ

 知恵 講座
ち え

    （
こ う ざ

 下 榎  
しもえのき

 集会所 、
しゅうかいしょ

 午後 
ご ご

７ 時 ～）
じ

 

５ 月 １３ 日 （ 土 ）　
がつ にち ど

 編 み 物 講座
あ もの

    
こ う ざ

（ 老人  憩 の 家 、
ろうじん いこい いえ

 午後 
ご ご

７ 時 ～）　　
じ

 

５ 月 １６ 日 （ 火 ）　
がつ にち か

 生 け 花 講座
い ばな

    （
こ う ざ

 下 榎  
しもえのき

 集会所 、
しゅうかいしょ

 午後 
ご ご

７ 時 
じ

３０ 分 ～）
ぷん

 

５ 月 ２０
がつ

 日 （
にち

 土 ）　
ど

 生活 の
せいかつ

 知恵 講座
ち え

    （
こ う ざ

 下 榎  
しもえのき

 集会所 、
しゅうかいしょ

 午後 
ご ご

７ 時 ～）
じ

 

　※日 程    は
にってい

 変更 される
へんこう

 場合 があります。くわしくは
ば あ い

 隣保館 に
り ん ぽ か ん

お 問合 せください。（
といあわ

 電話 ７２－１１９１）
で ん わ

 　
 

職   
員   
紹   
介 

し
ょ
く 

い
ん 

し
ょ
う 

か
い

  
館 　

長

か
ん 

ち
ょ
う

   
　
　
　
　
 
中
原 　
 
千
鶴 

な
か
は
ら 

ち

づ

る

生
活
相
談
員

せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん
い
ん

       

　
　
 
谷
口 
カ
ナ 
枝 

た
に
ぐ
ち 

え

 
指
導
員 

し
ど
う
い
ん　
　
　
　
 
原 　
　
 
綾
子 

は
ら 

あ

や

こ

　
　
　
　
　
　
    
石
田  
貴
恵
子 

い

し

だ
 
き

え

こ

　　
 

以
上 
の 
職
員 
４ 
人 
で
、 
今  
年 

い
じ
ょ
う 

し
ょ
く
い
ん 

に
ん 

こ
ん 
ね
ん

 
度 
は 
活
動 
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど 

か
つ
ど
う

よ
ろ
し
く
お 
願 
い
い
た
し
ま
す
。

ね
が

な
お
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

と 
年
末
年
始 
は 
休
館 
し
ま
す
が
、

ね
ん
ま
つ
ね
ん
し 

き
ゅ
う
か
ん

そ
れ 
以
外 
の 
休
日 
は 
開
館 
し
て

い

が

い
 

き
ゅ
う
じ
つ 

か
い
か
ん

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご 
来
館 

ら
い
か
ん

 
下 
さ
い
。

く
だ

● 休館日 
きゅうかんび

のお 知 らせ
し

　　５ 月 ３ 日 （ 祝 ）～７ 日 （ 日 ）は、 休館 いたします。
がつ にち しゅく か にち きゅうかん
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定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　

３
月　

日
、
公
民
館
併
設
の
日
野
病

２４

院
黒
坂
診
療
所
の
開
所
１
周
年
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
健
康
教
室
が
開
か
れ
、

血
管
年
齢
や
血
圧
な
ど
の
測
定
、

薬
や
動
脈
硬
化
、
肩
こ
り
、
食
事

の
話
な
ど
に
多
く
の
参
加
者
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
特

に
、
血
管
年
齢
測
定
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
夕
方
ま
で
測
定
を
希
望
す
る

人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
て
、
食
事
な
ど
に
も
注
意

し
、
生
活
習
慣
病
な
ど
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

　

３
月　

日
、
平
成　

年
度
お
し
ど
り
学
園
の
閉
講

２４

１７

式
が
開
か
れ
、
学
園
生　

人
に
修
了
証
、
９
人
に
皆
勤

８４

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
後
の
記
念
講
演
「
生
涯
学
習
の
す
す
め
」
で

福
田
和
也
教
育
委
員
長
は
、
町
出
身
者
や
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
の
書
か
れ
た
本
を
紹
介
し
、
お
し
ど
り

学
園
の
活
動
を
記
録
に
残
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
「
食
べ
過
ぎ
な
い
、
飲
み
過
ぎ
な
い
、
転
ば
な
い

の
３
つ
を
守
り
、
み
ん
な
が
集
ま
り
元
気
で
楽
し
く

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
学
園
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
で

は
、
大
き
な
声
で
童
謡
・
唱
歌
を
歌
い
、
踊
り
も
入
っ

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

学
園
生
の

「
学
ぶ
心
、
学
ぶ
姿
」
に
感
銘
を
受
け
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
一
日
で
し
た
。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　

３
月　

日
、
公
民
館
利
用
者
、
江
府
消
防
署
な
ど
の

１６

協
力
を
得
て
、
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
館
内
に
鳴
り
響
く

と
、
１
１
９
番
通
報
や
消
火
、
避
難
誘
導
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
応
じ
て
す
ば
や
く
避
難
行
動
を
し
た
後
、

消
防
職
員
か
ら
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
実
物
の
粉
末
消
火
器
を
使
っ
て
実
際

に
火
を
消
す
訓
練
も
行
い
、
日
頃
の
防
災
に
対
す
る
備

え
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
、
家
庭
や
職
場
等
で
、
火
の
元

の
点
検
し
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
万
一

火
災
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

住民参加の消化訓練。消火器の使い方を勉強

健康づくりについて浜副院長が講演

ユーモアを交えた福田委員長の講演

学
園
生
を
代
表
し
て
遠
藤
三
郎
さ
ん
に
修
了
証



15 広報ひの

Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
「
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
教
室
」

　

３
月
９
日
に
公
民
館
で
、　

日
に
開

２３

発
セ
ン
タ
ー
で
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
主
催
の

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
講
師
に
日
本
体
育
協
会
公
認
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
キ
ネ
シ
オ

テ
ー
ピ
ン
グ
協
会
指
導
員
の
上
杉
秀
樹

先
生
を
招
き
、
肩
こ
り
、
腰
・
ひ
ざ
・
手

首
な
ど
の
痛
み
や
、
疲
労
予
防
な
ど
に

効
果
の
あ
る
テ
ー
ピ
ン
グ
方
法
を
実
際

に
貼
り
な
が
ら
講
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
は
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
愛
用
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
は
実
証
済
み
。
近
年
は
世
界

中
で
愛
用
者
が
増
加
、
貼
り
方
や
効
果

な
ど
も
常
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
で
も
数
年
前
か
ら
町
体
育
指
導

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
講
習
会
が
続

け
ら
れ
、
愛
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

怪
我
の
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
、
応
急
処
置
や

普
段
の
生
活
で
支
障
に
な
る
痛
み
な
ど

幅
広
く
活
用
で
き
る
こ
と
や
、
よ
り
効

果
的
な
貼
り
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

町公民館の使用手続き

　公民館を使用される方は、使用する３日前までに申請書を

公民館へ提出してください。
　

●使用できる日：年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く日

●使用できる時間：８時３０分から２２時まで

●料金：町使用料条例による額
　

※ロビーは、午前８時３０分から午後６時まで開放していま

す。図書室もありますので、お気軽にお立ち寄りください。

Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
平
成　

年
度
の

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

　

日
本
体
育
協
会
の「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
指
定
ク
ラ
ブ
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
Ｄ
ｏ
・
ス

ポ
ー
ツ
」の
平
成　

年
度
の
活
動
計
画
が
決
ま
り
ま
し

１８

た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 　

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＝
８
月　

日
（
日
）
▼
夜
間
リ
ー

２７

グ
バ
レ
ー
大
会
＝
９
月　

日
（
水
）
か
ら
▼
ソ
フ
ト
テ

１３

ニ
ス
大
会
＝　

月
９
日
（
体
育
の
日
）
▼
夜
間
リ
ー
グ

１０

卓
球
大
会
＝　

月
７
日
（
火
）
か
ら
▼
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

１１

大
会
＝　

月　

日
（
日
）
か
ら
▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

１１

２６

権
大
会
＝
２
月　

日
（
日
）

２５

 

●
ス
ポ
ー
ツ
等
教
室

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
＝
４
～
６
月
、　

～
２
月
の
第

１１

２
、
第
４
月
曜
日
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
（
一
般
）
＝

４
～　

月
の
第
２
木
曜
日
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

１０

（
ジ
ュ
ニ
ア
）
＝　

～
２
月
の
第
２
、
第
３
土
曜
日
▼

１１

ゴ
ル
フ
教
室
＝
５
～　

月
の
第
２
、
第
４
金
曜
日
▼

１０

太
極
拳
教
室
＝
５
～　

月
の
第
１
～
第
４
火
曜
日
▼

１２

健
康
教
室
＝
５
～
２
月
の
第
１
、
第
３
四
木
曜
日
▼

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
＝
６
～　

月
の
第
１
金
曜
日
▼

１０

カ
ヌ
ー
教
室
＝
７
～
８
月
頃
（
予
定
）

　

●
サ
ー
ク
ル
活
動

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
＝
４
～
２
月
の
毎
週
水
曜

日
▼
卓
球
サ
ー
ク
ル
＝
５
～
７
月
の
第
３
金
曜
日

　
　

問
合
せ　

Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
事
務
局
（
０
９
０
‐
１
６

８
８
‐
８
４
１
０
）
ま
た
は
町
公
民
館
ま
で

■おしらせ　～カイヅカイブキの木を撤去～
 

　昨年１２月から降り続いた大雪により、公民

館の日野川側に植えられていた「カイヅカイブ

キ」が根元から倒壊し、道路に倒れかかってい

ますので、伐採して撤去することにしました。

　公民館建設と同時に植えられたと思われま

すので、四半世紀の間、建物と共に愛され、来

館者を見守り続けてきたことになります。

　木を守りきれなかったことに深い悲しみと

やるせない思いでいっぱいです。

肩こり、腰痛などに効果が。貼り方も簡単です。
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子
ど
も
た
ち
に
お
話
の
楽
し
さ
を

伝
え
よ
う
と
、「
と
し
ょ
か
ん
お
は
な

し
会
・
春
一
番
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
、
３

月　

日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

１９
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
図
書
館
で
毎
月
開
か

れ
て
い
る
お
は
な
し
会
の
特
別
版
。

ゲ
ス
ト
に
大
山
町
の
お
話
サ
ー
ク
ル

「
と
つ
げ
き
お
話
隊
」
を
招
き
、
紙
芝

居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ

う
た
や
人
形
劇
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
お
話
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約　

人
の
親
子
連
れ
が

３０

集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
次
々
と
繰

り
広
げ
ら
れ
る
お
話
し
を
、
時
々
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

と
つ
げ
き
お
話
隊
は
、
大
山
町
の

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
ひ
と
つ
で
、
大

山
町
内
を
中
心
に
、
県
内
各
地
で
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
聞
い
た
よ

人形劇のコーナーでは、民話「あたごの浦」をユーモラスに

　

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
ろ
う

と
、
各
市
町
村
で
昨
年
一
年
間
に
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
や
、
選
手

の
育
成
・
指
導
に
貢
献
し
た
人
な
ど
を

表
彰
す
る
、「
第
７
回
日
本
海
新
聞
ス

ポ
ー
ツ
大
賞
」
の
表
彰
式
が
、
３
月　

日
、

２２

町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
中
国
地
区
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子
個

人
戦
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
各
種
大
会
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
日
野
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
稲
田
浩
明
さ
ん
と
伊

田
浩
貴
さ
ん
。
奨
励
賞
に
は
、
町
体
育

指
導
委
員
と
し
て　

年
に
わ
た
り
活
動

２０

し
、
ま
た
会
長
時
に
は
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「 
Ｄ
ｏ 
・
ス
ポ
ー
ツ
」

ド
ゥ
ー

の
設
立
に
取
り
組
む
な
ど
、
ま
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
小
谷

澄
男
さ
ん
（
根
雨
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
景
山
享
弘
町
長
か
ら

表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

稲
田
浩
明
さ
ん
「
家
族
や
友
達
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
応
援
し
て
く

れ
て
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
」

伊
田
浩
貴
さ
ん
「
受
賞
は
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
小
学
校
低
学
年
の
と
き
か

ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
度
の
全
国
大
会
で
は
勝
っ
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

小
谷
澄
男
さ
ん
「
こ
の
た
び
は
、
ま
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た
体
育

指
導
委
員
全
員
に
対
し
て
表
彰
し
て
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
ｏ
・

ス
ポ
ー
ツ
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
受

賞
を
機
に
心
を
引
き
締
め
て
、
ま
ち
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
ク
ラ
ブ
を
育
て

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

左から、新日本海新聞社西部本社 福谷勝三参与、稲田さん、伊田さん、小谷さん、景山町長

※稲田さんと伊田さんのペアは、この後３月２７・２８日に三重県伊勢市で開かれた第１７回都道府県対

抗全日本中学生ソフトテニス大会の個人戦で、見事準優勝に輝きました。おめでとうございます！
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３
月　

日
、
金
持
地
区
敬
老
会
（
金
持
婦
人
会

１９

主
催
）
が
、
金
持
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
、
金
持
地
区
の　

歳
以
上
の
お
年

７５

寄
り
を
含
む
約　

人
が
出
席
、
婦
人
会
手
づ
く
り

３０

の
炊
き
込
み
ご
飯
や
刺
身
な
ど
、
心
づ
く
し
の
料

理
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
後
、
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
芸
能
発
表
で
は
、
地
元
の
有
志
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
や
踊
り
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
な
ど
が
次
々

に
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

か
く
し
芸
を
次
々
披
露

拍手喝采のどじょうすくい

　

３
月　

日
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

２６

の
卒
業
コ
ン
サ
ー
ト
が
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。　

コ
ン
サ
ー
ト
に

は
、
１
、
２
年
生
の
部
員
８
人
と
、
卒

業
し
た
ば
か
り
の
３
年
生
７
人
が
出
演
、

ポ
ッ
プ
ス
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど　

曲
を

１０

演
奏
し
、
少
人
数
な
が
ら
も
迫
力
あ
る

音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
、「
演
歌

メ
ド
レ
ー
」
で
保
護
者
が
歌
手
と
し
て

参
加
す
る
な
ど
凝
っ
た
演
出
も
あ
り
、

客
席
の
生
徒
、
保
護
者
か
ら
は
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

心を込めて演奏

演奏の後、客席の拍手に応える

　

３
月　

日
か
ら
３
日
間
、「
雪
の
回
廊
ド
ラ
イ
ブ
、

２５

オ
シ
ド
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
（
大
山
中
海
観
光

推
進
機
構
な
ど
主
催
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
除
雪
を
終
え
た
ば
か
り
の
大
山

環
状
道
路
（
雪
の
回
廊
）
を
バ
ス
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た

後
に
日
野
町
へ
移
動
し
、
オ
シ
ド
リ
観
察
、
根
雨
の

町
並
み
の
散
策
な
ど
を
す
る
も
の
。
県
内
外
各
地

か
ら
３
日
間
で
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
案
内
さ
れ
、
愛

ら
し
い
オ
シ
ド
リ
の
姿
と
、
歴
史
あ
る
町
並
み
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

松
江
市
か
ら
参
加
し
た
女
性
は
、「
可
愛
い
オ
シ

ド
リ
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

来
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
人
が
根
雨
を
散
策

ボランティアが、今に残る出雲街道の面影を解説
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毎
年
オ
シ
ド
リ
の
え
さ
に
な
る
ド
ン
グ
リ
を
拾
っ

て
送
っ
て
く
れ
て
い
る
、
西
田
小
学
校
（
東
京
都
杉
並

区
）
の
３
年
生
が
、
３
月　

日
に
ま
ち
を
訪
れ
ま
し
た
。

２９

　

き
っ
か
け
は
、
西
田
小
学
校
教
諭
の
佐
々
木
幹
夫

さ
ん
（
舟
場
出
身
）
が
、
日
野
町
の
オ
シ
ド
リ
や
え

さ
の
ド
ン
グ
リ
の
こ
と
を
授
業
で
話
し
た
こ
と
。
子

ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
興
味
を
持
ち
、
ド
ン
グ
リ
を

拾
っ
て
、
オ
シ
ド
リ
観
察
小
屋
へ
送
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
様
子
は
、「
広

報
ひ
の　

平
成　

年　

月
号
」
で
も
紹
介
し
ま
し
た
。

１６

１１

今
回
訪
れ
た
の
は
、
そ
の
時
取
材
し
た
子
ど
も
た
ち

を
含
む
４
人
の
児
童
で
す
。

　

特
急
や
く
も
で
根
雨
駅
に
降
り
立
っ
た
４
人
は
、

出
迎
え
た
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
元
気
に

あ
い
さ
つ
、
オ
シ
ド
リ
観
察
小
屋
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

観
察
小
屋
か
ら
は
、
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
勢
ぞ

ろ
い
し
た
約
５
０
０
羽
の
オ
シ
ド
リ
が
見
え
、
子
ど

も
た
ち
は
初
め
て
見
る
日
野
町
の
オ
シ
ド
リ
の
姿
に

「
生
で
見
る
と
す
ご
く
可
愛
い
」「
き
れ
い
な
オ
シ
ド

リ
が
た
く
さ
ん
見
え
て
最
高
！
」
な
ど
口
々
に
感
想

を
話
し
な
が
ら
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、
観
察
小
屋
前
の
河
原
で
え
さ
ま
き
を

体
験
し
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
が
拾
っ
た
ド
ン

グ
リ
を
実
際
に
川
に
ま
く
こ
と
が
で
き
て
満
足
そ
う

で
し
た
。
ド
ン
グ
リ
拾
い
に
つ
い
て
国
分
敦
智
さ
ん

（
３
年
生
）
は
、「
近
所
の
神
社
や
公
園
で
ド
ン
グ
リ

を
拾
っ
て
い
ま
す
。
オ
シ
ド
リ
に
た
く
さ
ん
食
べ
て

も
ら
う
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
拾
い
つ
づ
け
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
島
清
美
さ
ん
（
３

年
生
）
は
、「
日
野
町
は
東
京
と
違
っ
て
空
気
や
川
が

す
ご
く
き
れ
い
で
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
ま
ち
の

印
象
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
帰
郷
し
た
佐
々
木
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
、

翌
日
も
オ
シ
ド
リ
観
察
や
え
さ
ま
き
体
験
、
町
内
の

観
光
な
ど
を
し
て
３
日
間
を
ま
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
東
京
で
ド
ン
グ

リ
を
拾
い
な
が
ら
、
オ
シ
ド
リ
が
見
た
い
と
つ
ぶ
や

い
て
い
た
こ
と
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
日
野
の
自
然

に
囲
ま
れ
て
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
住
む
近
辺
に
も
ド
ン
グ
リ
の
な
る
木

が
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
交

流
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
３
日
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

オ
シ
ド
リ
に
会
い
に
来
た
よ
！

｢ ３日間よろしくお願いします！ ｣出迎えの皆さんと記念撮影

｢オシドリいっぱいいるよ～！ ｣

｢ 私たちが拾ったドングリ食べてね！ ｣

▼  

子どもたちを取材した「広報ひの　平成１６年１１月号」より
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ま
ち
の
桜
の
名
所
、
塔
の
峰
公
園
（
本
郷
）
の

桜
を
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
夜
桜
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
４
月
３
日
、
ぼ
ん
ぼ
り
の
取
り

付
け
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
町
建
築
協
会
の
会
員
７
人
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、
公
園
の
歩
道
沿
い
に
約

１
０
０
個
の
ぼ
ん
ぼ
り
を
木
か
ら
木
へ
と
取
り

付
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ぼ
ん
ぼ
り
は
、
桜
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
ま

で
夜
間
に
点
灯
し
、
桜
の
花
を
幻
想
的
に
染
め
あ

げ
ま
す
。

夜
の
桜
も
見
に
来
て
ね

作業は半日で手際よく行われました

　

春
の
日
野
川
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
鳥
取
県
カ

ヌ
ー
選
手
権
大
会
が
、
４
月
９
日
、
安
原
カ
ヌ
ー

の
里
特
設
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で　

回
目
と
な
る
大
会
に
は
、
県
内
を
は

２３

じ
め
、
滋
賀
県
、
兵
庫
県
な
ど
西
日
本
各
地
か
ら

の
選
手
約　

人
が
参
加
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
ワ
イ
ル

５０

ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
２
種
目
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
勢
は
、
昨
年
国
体
で
２
連
覇
を
果
た
し

た
福
本
か
な
子
選
手
（
日
野
高
校
教
諭
）
が
ワ
イ

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
部
で
準
優
勝
す
る
な
ど
、
大

健
闘
し
ま
し
た
。

川
と
の
格
闘
技

壮麗な水のアーチを描く一斉放水

　

一
年
間
の
防
火
を
誓
う
、
町
消
防
団
の
出
初

式
・
任
命
式
が
、
４
月
９
日
、
根
雨
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
団
員
の
各
種
表
彰
の
後
、
宮
脇
光
男

団
長
を
は
じ
め
、
副
団
長
か
ら
班
長
ま
で
の
団
員

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
宮
脇
団
長
は
、「
い
ま
消

防
団
に
は
、
国
民
保
護
や
女
性
消
防
団
員
の
結
成

な
ど
課
題
も
多
く
あ
る
。
気
を
引
き
締
め
て
訓

練
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
団
員

を
前
に
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
野
田
橋
下
の
河
川
敷
か
ら
の
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は
防
火
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

防火の誓い新たに

鮮やかなパドルさばきで激流に挑む
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町
営
高
尾
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
高
尾
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

住
宅
の
名
称　

町
営
高
尾
住
宅

所
在
地　

高
尾　

番
地
１

４１

規
模
・

構
造　

木
造
平
屋
建
３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　

１
戸

月
額
家
賃　

４
万
２
千
円

敷
金　
　

万
６
千
円
（
家
賃
の
３

１２

か
月
分
）

入
居
予
定
日　

平
成　

年
５
月

１８

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
①
申
込
書
（
産
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
）
②
入
居
者
全
員
の
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
③

入
居
者
全
員
の
住
民
票

申
込
期
限　

５
月
１
日
ま
で

※
入
居
資
格
な
ど
、
お
問
合
せ
は

役
場
産
業
振
興
課
（
電
話　

‐
２

７２

１
０
１
）
ま
で

鳥
取
県
職
員
・
警
察
官

　

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

①
県
職
員

受
付
期
間　

５
月　

日
（
木
）
～

１１

５
月　

日
（
月
）

２９

第
１
次
試
験
日　

６
月　

日
（
日
）

２５

②
警
察
官

受
付
期
間　

５
月　

日
（
木
）
～

１１

６
月　

日
（
火
）

１３

第
１
次
試
験
日　

７
月
９
日
（
日
）

●
受
験
案
内
（
申
込
書
）

配
布
時
期　

５
月
上
旬
か
ら

配
布
場
所　

県
庁
受
付
、
各
県
民

局
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
県

事
務
所
な
ど
（
警
察
官
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
県
内
警
察
署
、
交

番
・
駐
在
所
で
も
配
布
し
ま
す
）

※
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、　
９０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
あ
て
先
記
入
）
を
同
封
し
、「
県

職
員
（
大
卒
程
度
）」
ま
た
は
「
警

察
官
（
大
卒
程
度
）」
と
朱
書
き
し

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
取
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
を
印
刷
し
て
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
、
申
込

方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
受
験
案

内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０　

鳥
取
市

東
町
１
丁
目
２
７
１

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
５
５
３
）

２６

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

に
ち
な
ん
で
、
裁
判
所
、
法
務
省

お
よ
び
弁
護
士
会
の
共
催
の
行
事

を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会

日
時　

５
月　

日
（
金
）
午
前
９

１２

時
～
正
午

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部

定
員　
　

人
３０

申
込
先　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子

支
部
庶
務
課
（
電
話
０
８
５
９
‐

　

‐
２
２
０
５
）

２２②
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律

相
談

日
時　

５
月
９
日
（
火
）
午
前　
１０

時
～
午
後
３
時

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部

定
員　
　

人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

２５

問
合
せ　

県
弁
護
士
会
（
電
話
０

８
５
７
‐　

‐
３
９
１
２
）

２２

※
開
催
日
当
日
は
鳥
取
地
方
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.tottori.jp/jinji/

　町内５か所に設置し

ている『提案箱』に寄せ

られたご意見・ご提案の

一部をご紹介します。
　

（町内の方からのご提案）

　全国から観光客がやって来る金持神社ですが、先

日行ってみると、県外からの参拝者など多くの方が

来られていて、いろんな人との出会いがありました。

　そんな中で考えたのは、地元の人たちみんなで有

名な金持神社を大切にしようということです。清掃

や野菜の無人販売をしたり、売店を活性化させたり、

みんなが神社について説明できるようになったりし

てみてはどうでしょうか？そうすればまちがもっと

元気になると思います。
　

　貴重なご意見ありがとうございます。町観光協会

では、金持神社を観光の目玉に、また少しでもまちの

活性化にと、昨年末から団体の旅行ツアーを誘致し、

神社の説明などガイド案内をしています。神社その

ものに勝手に手をつけることはできませんが、この

旅行ツアーにも、神主さんや氏子の方にもご協力い

ただいて事業展開しています。

　また、売店もこの４月から観光協会のスタッフで

管理などをすることになり、現在、売店で販売する商

品も町内に募集しています。併せて、キハダ染めの

『黄色いハンカチ』など、新しい商品開発も進んでい

ます。

１日も休まずお客様の対応ができるよう、また、中に

入ってみたいと思っていただけるような店づくりに

頑張りたいと思います。　　　　　（町・町観光協会）

提案箱の設置場所：町役場、

役場黒坂支所、日野病院、根

雨および黒坂郵便局

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を紙上でご紹介します。

●
お
し
ら
せ

　

日
野
病
院
で
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
病
後
児
保
育
事
業
は
、

利
用
者
の
減
少
等
の
た
め
、
昨

年
度
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　新緑のまぶしい、さわやかな季節になりました。

広い園庭で、遊具や砂場でのびのびと遊びましょう。

帽子と、お茶などの飲み物を持って来てくださいね。

　また、５月から子育て支援室の開所時間を、

の２時間とさせていただき

ますので、よろしくお願いします。

　なお、５月１７日は、図書館からの『おはなし会』

を予定しています。時間は、午前９時４０分から午前

９時５０分です。ぜひお越しください。お待ちして

います。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　(電話７２－０２３８)

○印が実施日です

（１７日はおはなし会）

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　

　

　　　

山
里
の
昼
を
灯
し
て
雛
の
店   
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　　

鉢
花
を
選
り
て
迷
ひ
て 
日 
脚
   

伸
ぶ　
　

安
達
つ
る
ゑ

ひ 

あ

し

　　

宝
塔
へ
石
段
た
ど
り 
苔 
青
み　
　
　
　

荒
木　

習
子

こ
け

　　

う
ら
ら
か
や 
三
味 
の
稽
古
か
路
地
流
る 　
　

勝
瀬　

京
子

し
ゃ
み

　　

湧
き
水
の
味
の
ま
ろ
さ
よ
春
の
風　
　

金
川　

昭
子

　　
 
蕗 
の
薹

ふ
き

と
う

   

馬
頭
観
音
囲
み 
生 
ふ　
　
　
　

久
城　

霞
渓

は

　
　

　

雛
の
目
の
涙
ぐ
む
か
に
灯
を
映
し   　

徳
本
千
鶴
子

　　

木
の
芽
風
林
湧
き
立
つ
気
配
し
て　
　

真
壁
富
貴
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

１３

１２

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

西
村　

泰
知　
   

和
宏
･
智
子     
男
の
子   

根
雨

　

４
月
届
出
分

小
倉
啓
太
郎　
    

格
･
路
子　
  

男
の
子   
下
黒
坂

宮
脇　

彩
華　
   

慎
治
･
め
ぐ
み    
女
の
子   

三
谷

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

緒
形　

数
恵　
　
　

歳　
　

黒
坂

８２

井
原　

繁
子　
　
　

歳　
　

板
井
原

８０

松
原　

昭
子　
　
　

歳　
　

金
持

７５

小
谷
つ
る
子　
　
　

歳　
　

下
榎

５３

　

４
月
届
出
分

吉
岡　
　

操　
　
　

歳　
　

濁
谷

７８

瀬
田
は
る
江　
　
　

歳　
　

安
原

９２

長
住　

正
義　
　
　

歳　
　

高
尾

８１

■４月号恒例の新一年生特集、なんと昭和５２年から続いて
いる長寿企画なのです。今をさかのぼること〇〇年、ワタク
シめももちろん掲載されておりました。あの頃はかわい
かったなぁ…（遠い目）■でも、まさか将来その写真を撮る
立場になろうとは。人生何が起こるかわかりませんね。（i）



　４月２０日（木）から

　　５月２９日（月）まで
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

５月１４日 ( 日 )
１４：００開演 (１３：３０開場 )

■会場：文化センター　ホール森の音楽隊

( 要整理券。整理券は文化セン

ター、公民館にあります )

■主催：野崎幹子さんを呼ぶ会

野崎幹子（のざき・みきこ）

日野町出身。国立音楽大学声楽科卒業。

１９７９年ドイツ・ケルンに留学。オペラ歌手とし

て「フィガロの結婚」「ドン・ジョバンニ」など

多数出演。故郷の日野町では、数回のリサイタ

ルのほか合唱の指導も行っている。

●図書館おはなし会
　

 ５月２０日（土）１０：００～
　

　ピクニックや遠足の本など、絵本

やおはなしを楽しみたい人はだれで

も参加できます。（参加費無料）

５月のおはなし：「おべんとうのうた

布えほん」「ぼくのおべんとう」「わ

たしのおべんとう」など
　

※おはなしのボランティア募集中！

●ピアノ伴奏

　小林　由佳さん

（東京音楽大学講師）
　

●プログラム
プッチーニ：オペラ「ジャ

ンニ・スキッキ」より、“や

さしい私のお父さん”
　

山田耕作：歌曲集「風に寄

せてうたへる春のうた」
　

日本の歌メドレー：「叱ら

れて」他
　

この他、クラシックなど

美しい曲のフルコースで

す。艶のある美しい歌声

をぜひお楽しみください。

●木のおもちゃづくり
　

 ５月２１日（日）
　　　　　　１０：００～１５：００
　

　鯉のぼりや５月人形の組み木のほ

か、自分の作りたい作品をつくりま

しょう！（要材料費）

 ●５月のホールイベント

ホール・ホワイエでは、黒坂アート

フラワー同好会の作品（ストック・

チューリップなど）を展示していま

す。催しの際などにご覧ください ｡
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ＭＡＹ（ 皐月 ）
さつき

　隣保館生け花講座　下榎集会所　午後７時３０分～火１６　軽自動車税納期限月 １
　行政相談　開発センター　午前９時～正午水１７　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）

　ペットボトルの収集日（４・５・６班）
　滝山公園つつじまつり（５月５日まで）
　お花見、散策にぜひお出かけください。

木１８
　乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 ２

金１９　ごみの収集は休みます（憲法記念日）水 ３
　隣保館生活の知恵講座　下榎集会所　午後７時～土２０　ごみの収集は休みます（国民の休日）木 ４

日２１　ごみの収集は休みます（子どもの日）金 ５
　古紙の収集日（根雨・日野地区）月２２土 ６
　幼児歯科検診・フッ素塗布　開発センター

　受付 : 午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分
火２３日 ７

　ペットボトルの収集日（７・８・９班）水２４　人権相談　開発センター　午後１時～３時月 ８
　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２５　心配ごと・子育て ･高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時

金２６　健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

土２７　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）

日２８火 ９

月２９　ペットボトルの収集日（１・２・３班）水１０

火３０　年金相談　開発センター　
　午前１０時～正午、午後１時～午後３時木１１

　固定資産税１期分納期限水３１　不要犬・猫引取り日　日野保健所

金１２
　隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～　土１３

日１４
　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月１５
　３歳児健診　開発センター
　受付：午後１時１５分～午後１時３０分　

火１６

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐1191下榎集会所 役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

路
線
バ
ス
の
小
児
運
賃
が
無
料
に

な
り
ま
す
（
５
月
３
日
～
７
日
）

　
　

　

子
ど
も
た
ち
に
公
共
輸
送
機
関

で
あ
る
バ
ス
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
５
日
間
（
５
月
３
日
～
７
日
）、

日
本
交
通
と
日
ノ
丸
自
動
車
が
運

行
す
る
路
線
バ
ス
の
小
児
運
賃
（
小

学
生
以
下
）
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

行
楽
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
高
速
バ
ス
、
定
期
観
光
バ
ス
な

ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

町
営
バ
ス
は
休
日
は
運
休
し
ま
す
。

問
合
せ　

日
本
交
通
㈱
業
務
課
（
電

話
０
８
５
７
‐　

‐
１
１
２
５
）
ま

２３

た
は
日
ノ
丸
自
動
車
㈱
業
務
課
（
電

話
０
８
５
７
‐　

‐
５
１
５
４
）

２２
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百
花
繚
乱
の
季
節
、
観
察
小
屋
に
も
の
ど

か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

と
オ
シ
ド
リ
。
水
仙
と
オ
シ
ド
リ
。
こ
れ
は

ま
さ
し
く
一
幅
の
絵
。
誰
も
が
感
嘆
の
声
を

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
野
高
校
の
桜
が

舞
う
頃
、
オ
シ
ド
リ
は
旅
立
ち
ま
し
た
。
桜

と
オ
シ
ド
リ
。
こ
れ
も
最
高
で
し
た
。
こ
の

半
年
間
、
日
野
鳥・

民
と
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
行
っ
て
き
ま
す
。
北
へ
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

行
っ
て
き
ま
す
。
北
へ

『この町が好き、この川が好き』
　　　　　　　　　　撮影●飯田武弐さん（北栄町）

　

●にんじん（３００g）

●オレンジジュース（１２０cc）

●プレーンヨーグルト（５００g）

●砂糖（１５０g）

●ゼラチン（２０～２５g）

●水（１２０cc）

ゼラチンに水を加えて湿らせ ､湯せんにかけて、溶け
　たら砂糖を加えて溶かす。

にんじんは薄く切って、少量の水でゆでてからミキ
　サーにかける。
③②の中に、オレンジジュースとプレーンヨーグルト、
　溶かしたゼラチンを加えよくまぜ合わせる。
④水でぬらした型に③を流し入れ ､冷蔵庫で冷やし固
　める。

　

自
立
に
向
け
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む

　　

や
っ
と
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
冬
は
殊
の

ほ
か
厳
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
ほ
ど
春

が
待
ち
遠
し
い
年
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

町
長
に
就
任
し
て
１
か
月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
が
、

着
任
早
々
平
成　

年
第
２
回
定
例
町
議
会
が
開
か
れ
、

１８

無
我
夢
中
の
２
週
間
で
し
た
が
、
３
月　

日
に
会
期

２３

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
当

初
予
算
と
各
条
例
等
が
審
議
さ
れ
、
内
容
の
密
な
議

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

予
算
規
模
で
は
、
約　

億
５
千
万
円
の
う
ち
赤
字

３０

を
約
２
億
５
千
万
円
盛
り
込
ん
だ
、
異
例
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
住
民
説
明
会
で
も
お
示
し
し

た
と
お
り
、
経
費
を
削
減
し
て
も
今
年
度
か
ら
当
分

は
赤
字
が
続
く
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

　

年
度
中
に
お
い
て
、
更
な
る
削
減
を
続
け
て
、
限

１８ら
れ
た
予
算
内
で
の
効
率
の
よ
い
お
金
の
使
い
方
を

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
利
用
し
、
町
の
施

設
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
、
久
住
放
牧
場
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
経
費
削
減
と
民
間
活
用
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月　

日
付
で
８
名
の
職
員
が
退
職
し
ま

３１

し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
今
年
中
の
職
員
補
充
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
を
４
月
１

日
付
で
行
い
ま
し
た
。
原
則
、
適
材
適
所
と
、
将
来

に
向
け
て
の
も
の
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
格
付
け
改

正
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
職
員
数
が
減
っ
て
い
る
現

状
で
い
か
に
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る

の
か
が
課
題
で
す
。
自
立
に
向
け
た
一
歩
が
今
始
ま

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む
ま
ち
に
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

　米２カップを炊き ､材料【あさり又はしじみ

の佃煮（７５g）、ちりめんじゃこ（３０g）、青じそ

（１０枚）、ごま（大さじ２）】をまぜる。


